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語文116・117（2022・3　大阪大学国語国文学会）

デ
ー
タ
か
ら
み
る
中
古
の
指
示
代
名
詞

岡　
　

﨑　
　

友　
　

子

一
　
は
じ
め
に

佐
久
間（
一
九
五
五
）に
始
ま
る
と
さ
れ
る
日
本
語
の
指
示
詞
研
究
は
、
現

代
語
の
指
示
代
名
詞
を
中
心
に
活
発
に
議
論
が
な
さ
れ
、
精
緻
な
分
析
が
多

く
見
ら
れ
る
。
歴
史
的
研
究
に
関
し
て
は
、
上
代
の
指
示
体
系
を
扱
っ
た
橋

本
（
一
九
六
六
）
や
、
用
法
が
不
安
定
な
ソ
系
列
（
藤
本
二
〇
〇
八
等
）、
形

態
が
交
替
す
る
カ
・
ア
系
列
（
古
田
一
九
五
七
等
）
と
い
っ
た
特
定
の
時
代

や
個
別
の
指
示
代
名
詞
に
議
論
の
焦
点
が
あ
る
も
の
が
多
く
、
歴
史
を
通
じ

て
安
定
し
た
用
法
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
コ
系
列
ま
で
含
め
た
指
示
体
系
全

体
の
研
究
は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
で
、
岡
﨑
（
二
〇
一
〇
）
で

は
歴
史
的
な
指
示
体
系
と
変
遷
を
明
ら
か
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
は
指

示
副
詞
が
主
で
あ
り
、
指
示
代
名
詞
に
つ
い
て
は
調
査
・
分
析
が
及
ん
で
い

な
い
部
分
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
指
示
代
名
詞
を
中
心
と
し
た
通
史
的
な
指
示
体
系
の
解
明
を
目

指
し
、
岡
﨑
（
二
〇
二
一
）
で
は
、
上
代
（『
万
葉
集
』）
の
調
査
・
分
析
を

行
っ
た
。
そ
し
て
、
本
稿
は
次
の
段
階
と
し
て
中
古
の
指
示
代
名
詞
を
巨
視

的
に
み
つ
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

そ
の
理
由
は
、
中
古
の
指
示
詞
を
考
察
す
る
際
に
、
以
下
の
よ
う
な
疑
問

と
調
査
の
必
要
性
を
以
前
か
ら
感
じ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本

語
学
の
文
法
史
研
究
で
は
、
中
古
の
和
文
作
品
を
同
時
代
の
同
質
な
言
語
資

料
と
し
て
扱
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
成
立
時
期
は
、
お

よ
そ
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
一
一
〇
年
代
と
い
う
幅
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
ジ
ャ
ン
ル
も
上
代
と
は
違
い
、
物
語
、
日
記
、
歌
集
、
随
筆
と
多
様
な

も
の
を
含
む
。
つ
ま
り
、
中
古
の
間
に
形
態
・
用
法
に
起
こ
っ
た
変
化
や

ジ
ャ
ン
ル
（
文
体
）
に
よ
る
出
現
・
用
法
の
偏
り
等
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た

可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、指
示
詞
各
系
列
の
指
示
用
法
か
ら
考
え
る
と
、地

の
文
・
会
話
文
・
歌
と
い
っ
た
本
文
種
別
に
よ
る
偏
り
も
予
想
さ
れ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ら
に
関
し
て
、
長
年
、
調
査
の
必
要
性
を
感
じ
て
き
た
。
し

か
し
、
指
示
体
系
内
に
は
い
く
つ
も
の
語
形
が
あ
り
、
さ
ら
に
指
示
詞
は
文

を
成
り
立
た
せ
る
上
で
よ
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
例
数
は
非
常
に
多
く
、
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そ
れ
ら
の
例
を
成
立
時
期
・
ジ
ャ
ン
ル
・
本
文
種
別
で
分
析
す
る
の
は
困
難

で
あ
っ
た
た
め
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
近
年
、『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』（
こ
れ
以
降CH

J

と
す
る
）

の
開
発
が
進
み
、よ
う
や
く
こ
れ
ら
の
調
査
が
容
易
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、本

稿
で
はCH

J

の
特
性
を
活
か
し
、
成
立
年
・
系
列
・
語
形
（
型
）・
作
者
の

位
相
・
ジ
ャ
ン
ル
・
本
文
種
別
か
ら
、
中
古
の
指
示
代
名
詞
の
調
査
・
分
析

を
行
い
、
そ
の
使
用
の
特
徴
を
示
し
て
い
く
。

二
　
調
査
方
法
・
対
象

CH
J

平
安
時
代
編
・
和
歌
集
編

注
一

を
用
い
、
指
示
代
名
詞
「
コ
・
ソ
・

カ
・
ア
」「
コ
レ
・
ソ
レ
・
カ
レ
・
ア
レ
」「
コ
コ
・
ソ
コ
・
カ
シ
コ
・
ア
ソ

コ
」「
コ
ナ
タ
・
ソ
ナ
タ
・
ア
ナ
タ
」（「
カ
ナ
タ
」
は
複
合
し
た
形
「
コ
ナ
タ

カ
ナ
タ
」
の
み
の
た
め
対
象
外
）
を
調
査
す
る
。「
中
納
言
」
の
検
索
条
件
を

以
下
に
示
す
。

　

○�

語
彙
素
「
是
・
其
・
彼
」、
語
彙
素
読
み
「
コ
・
ソ
・
カ
（
ア
）

注
二
」、

品
詞
「
代
名
詞
」。
こ
れ
ら
を
「
ゼ
ロ
型
」
と
よ
ぶ
。

　

○�

語
彙
素
「
此
れ
・
其
れ
・
彼
・
彼
れ
」、
語
彙
素
読
み
「
コ
レ
・
ソ
レ
・

カ
レ
・
ア
レ
」、
品
詞
「
代
名
詞
」。
こ
れ
ら
を
「
レ
型
」
と
よ
ぶ
。

　

○�

語
彙
素
「
此
処
・
其
処
・
彼
処
・
彼
処
」、
語
彙
素
読
み
「
コ
コ
・
ソ

コ
・
カ
シ
コ
・
ア
ソ
コ
」、
品
詞
「
代
名
詞
」。
こ
れ
ら
を
「
コ
型
」
と

よ
ぶ
。

　

○�

語
彙
素
「
此
方
・
其
方
・
彼
方
」、
語
彙
素
読
み
「
コ
ナ
タ
・
ソ
ナ
タ
・

ア
ナ
タ
」、
品
詞
「
代
名
詞
」。
こ
れ
ら
を
「
ナ
タ
型
」
と
よ
ぶ
。

ま
ず
、
指
示
代
名
詞
の
調
査
結
果
を
成
立
年
順

注
三

（
作
品
名
と
成
立
年
は

表
1
。
以
降
、
本
文
・
表
に
お
け
る
作
品
名
は
、
太
字
・
下
線
部
の
み
で
示

す
）
で
示
し
、
さ
ら
に
、CH

J

の
ジ
ャ
ン
ル
「
作
り
物
語
・
歌
物
語
・
和
歌

表２　中古資料の全用例数
コ系列 ソ系列 カ系列 ア系列
コ ソ カ （ア）

3879 1589 1177 30
コレ ソレ カレ アレ

1109 693 120 31
ココ ソコ カシコ アソコ

529 154 146 1
コナタ ソナタ カナタ アナタ

220 60 対象外 128

表１　作品名と成立年
作品名 成立年

前
期

竹取物語 900
古今和歌集 906
伊勢物語 920
土佐日記 934
大和物語 951
後撰和歌集 955
平中物語 960
蜻蛉日記 974
落窪物語 986

中
期

枕草子 1001
拾遺和歌集 1005
和泉式部日記 1010
源氏物語 1010
紫式部日記 1010
堤中納言物語 1055
更級日記 1059
後拾遺和歌集 1087

後
期

大鏡 1100
讃岐典侍日記 1110
金葉和歌集 1128
詞花和歌集 1151
千載和歌集 1188
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集
・
日
記
」

注
四

、
作
者
の
位
相
、
本
文
種
別
「
会
話
文
・
地
の
文
・
歌
・
詞

章
等
」
か
ら
も
各
指
示
代
名
詞
の
使
用
傾
向
を
観
察
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
「
コ
・
コ
レ
・
コ
コ
・
コ
ナ
タ
」
を
コ
系
列
、「
ソ
・
ソ

レ
・
ソ
コ
・
ソ
ナ
タ
」
を
ソ
系
列
、「
カ
・
カ
レ
・
カ
シ
コ
」
を
カ
系
列
、

「
ア
・
ア
レ
・
ア
ソ
コ
・
ア
ナ
タ
」を
ア
系
列
と
し
、
ま
た
、
便
宜
上
、
九
〇

〇
年
代
『
竹
取
』
か
ら
『
落
窪
』
を
前
期
、
一
〇
〇
〇
年
代
『
枕
草
』
か
ら

『
後
拾
』
を
中
期
、
一
一
〇
〇
年
代
『
大
鏡
』
か
ら
『
千
載
』
を
後
期
と
よ
ぶ
。

中
古
の
全
用
例
数
を
表
2
に
示
す
。

三
　
成
立
年
・
系
列
・
語
形
（
型
）
か
ら
み
る
指
示
代
名
詞

CH
J

の
調
査
結
果
を
語
形
（
型
、
以
降
「
型
」
の
み
と
す
る
）
で
分
け
、
成

立
年
順
に
表
3
か
ら
表
6
に
示
す
。
表
の
各
語
の
縦
列
は
左
が
例
数
、
右

の
％
は
各
作
品
に
お
け
る
各
指
示
代
名
詞
の
出
現
率
と
な
っ
て
い
る

注
五

（
例
：
『
竹
取
』
の
「
コ
・
ソ
・
カ
（
ア
）」
は
一
二
二
例
、
そ
の
中
で
「
コ
」

は
七
六
例
で
あ
り
、
七
六
÷
一
二
二
＝
〇
・
六
二
三
で
「
六
二
・
三
％
」
と

な
る
。
小
数
点
第
二
位
以
下
四
捨
五
入
）。
表
の
上
段
、
各
語
の
右
の
括
弧

［　

］は
、
そ
の
語
の
全
作
品
に
お
け
る
平
均
値
で
あ
り
、
平
均
値
よ
り
高
い

も
の
は
太
字
で
示
し
て
あ
る
。
以
下
、
ま
ず
全
系
列
お
よ
び
各
系
列
で
観
察

し
、
次
に
各
型
で
み
る
。

（
1
）「
全
系
列
お
よ
び
各
系
列
」
表
3
か
ら
表
6

［
A
］（
全
系
列
）「
ナ
タ
型
」以
外
の
型
で
コ
系
列
、
ソ
系
列
、
カ
系
列
、
ア

系
列
の
順
で
用
例
数
が
多
い
。「
ナ
タ
型
」
は
コ
系
列
、
ア
系
列
、
ソ
系
列
の

表3　各作品における「ゼロ型」
ゼロ型 コ［55.5］ ソ［29.5］ カ［14.3］ ア［0.7］ 計
竹取 76 62.3% 24 19.7% 20 16.4% 2 1.6% 122
古今 62 58.5% 24 22.6% 20 18.9% 0 0.0% 106
伊勢 66 48.5% 47 34.6% 23 16.9% 0 0.0% 136
土佐 60 76.9% 14 17.9% 4 5.1% 0 0.0% 78
大和 147 65.3% 51 22.7% 27 12.0% 0 0.0% 225
後撰 35 44.9% 21 26.9% 22 28.2% 0 0.0% 78
平中 185 74.6% 40 16.1% 23 9.3% 0 0.0% 248
蜻蛉 150 62.0% 64 26.4% 26 10.7% 2 0.8% 242
落窪 246 61.7% 60 15.0% 88 22.1% 5 1.3% 399
枕草 126 47.2% 117 43.8% 21 7.9% 3 1.1% 267
拾遺 33 55.9% 11 18.6% 15 25.4% 0 0.0% 59
和泉 28 59.6% 15 31.9% 4 8.5% 0 0.0% 47
源氏 1759 56.3% 603 19.3% 756 24.2% 4 0.1% 3122
紫式 27 37.0% 35 47.9% 11 15.1% 0 0.0% 73
堤中 72 62.6% 26 22.6% 17 14.8% 0 0.0% 115
更級 73 55.7% 53 40.5% 2 1.5% 3 2.3% 131
後拾 60 45.8% 40 30.5% 31 23.7% 0 0.0% 131
大鏡 557 65.6% 248 29.2% 38 4.5% 6 0.7% 849
讃岐 33 44.0% 38 50.7% 0 0.0% 4 5.3% 75
金葉 19 48.7% 14 35.9% 5 12.8% 1 2.6% 39
詞花 10 35.7% 13 46.4% 5 17.9% 0 0.0% 28
千載 55 52.4% 31 29.5% 19 18.1% 0 0.0% 105
計 3879 　 1589 　 1177 　 30 　 6675
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表4　各作品における「レ型」
レ型 コレ［61.8］ ソレ［31.6］ カレ［4.9］ アレ［1.7］ 計
竹取 36 66.7% 17 31.5% 1 1.9% 0 0.0% 54
古今 29 72.5% 11 27.5% 0 0.0% 0 0.0% 40
伊勢 18 51.4% 15 42.9% 2 5.7% 0 0.0% 35
土佐 21 87.5% 3 12.5% 0 0.0% 0 0.0% 24
大和 47 50.5% 36 38.7% 10 10.8% 0 0.0% 93
後撰 12 75.0% 2 12.5% 2 12.5% 0 0.0% 16
平中 18 39.1% 25 54.3% 2 4.3% 1 2.2% 46
蜻蛉 88 58.7% 47 31.3% 13 8.7% 2 1.3% 150
落窪 103 72.5% 30 21.1% 7 4.9% 2 1.4% 142
枕草 128 51.6% 93 37.5% 19 7.7% 8 3.2% 248
拾遺 7 58.3% 4 33.3% 1 8.3% 0 0.0% 12
和泉 13 54.2% 8 33.3% 2 8.3% 1 4.2% 24
源氏 333 56.2% 206 34.7% 49 8.3% 5 0.8% 593
紫式 13 38.2% 18 52.9% 3 8.8% 0 0.0% 34
堤中 30 58.8% 16 31.4% 4 7.8% 1 2.0% 51
更級 24 66.7% 8 22.2% 0 0.0% 4 11.1% 36
後拾 24 66.7% 9 25.0% 3 8.3% 0 0.0% 36
大鏡 105 46.7% 116 51.6% 2 0.9% 2 0.9% 225
讃岐 23 47.9% 20 41.7% 0 0.0% 5 10.4% 48
金葉 13 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 13
詞花 2 66.7% 1 33.3% 0 0.0% 0 0.0% 3
千載 22 73.3% 8 26.7% 0 0.0% 0 0.0% 30
計 1109 　 693 　 120 　 31 　 1953

表5　各作品における「コ型」
コ型 ココ［63.5］ ソコ［26.4］ カシコ［10.1］ アソコ［0.0］ 計
竹取 5 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 5
古今 6 42.9% 8 57.1% 0 0.0% 0 0.0% 14
伊勢 6 37.5% 9 56.3% 1 6.3% 0 0.0% 16
土佐 6 85.7% 0 0.0% 1 14.3% 0 0.0% 7
大和 8 53.3% 6 40.0% 1 6.7% 0 0.0% 15
後撰 5 26.3% 10 52.6% 4 21.1% 0 0.0% 19
平中 9 60.0% 5 33.3% 1 6.7% 0 0.0% 15
蜻蛉 71 65.1% 19 17.4% 19 17.4% 0 0.0% 109
落窪 95 75.4% 18 14.3% 13 10.3% 0 0.0% 126
枕草 26 57.8% 19 42.2% 0 0.0% 0 0.0% 45
拾遺 8 80.0% 1 10.0% 1 10.0% 0 0.0% 10
和泉 7 58.3% 1 8.3% 4 33.3% 0 0.0% 12
源氏 220 66.7% 23 7.0% 86 26.1% 1 0.3% 330
紫式 4 66.7% 1 16.7% 1 16.7% 0 0.0% 6
堤中 22 61.1% 4 11.1% 10 27.8% 0 0.0% 36
更級 6 26.1% 16 69.6% 1 4.3% 0 0.0% 23
後拾 6 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 6
大鏡 7 38.9% 9 50.0% 2 11.1% 0 0.0% 18
讃岐 1 25.0% 3 75.0% 0 0.0% 0 0.0% 4
金葉 3 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 3
詞花 1 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1
千載 7 70.0% 2 20.0% 1 10.0% 0 0.0% 10
計 529 　 154 　 146 　 1 　 830
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順
と
な
る
。

［
B
］（
コ
系
列
）
平
均
値
を
超
え
る
も
の
（
太
字
）
に
注
目
す
る
と
「
レ
・

コ
・
ナ
タ
型
」は「
ゼ
ロ
型
」に
比
べ
平
均
値
を
超
え
る
も
の
が
少
な
く
、
目

立
た
な
い
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
各
型
の
平
均
値
は
「
レ
型
」
六
一
・

八
％
、「
コ
型
」
六
三
・
五
％
と
、「
レ
・
コ
型
」
は
「
ゼ
ロ
型
」
五
五
・
五
％

よ
り
高
い
。
こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
の
は
、（
Ⅰ
）「
レ
型
」
は
『
金
葉
』、

「
コ
型
」
は
『
竹
取
・
金
葉
・
詞
花
』
が
コ
系
列
の
み
で
あ
る
（
一
〇
〇
％
）、

（
Ⅱ
）「
ゼ
ロ
型
」
は
中
央
値
（「
ゼ
ロ
型
」
五
六
・
一
％
、「
レ
型
」
五
八
・

七
％
、「
コ
型
」
六
三
・
一
％
、「
ナ
タ
型
」
四
〇
・
九
％
）
に
近
い
も
の
が

多
く
満
遍
な
く
使
わ
れ
て
い
る
、（
Ⅲ
）「
ゼ
ロ
型
」
は
ソ
系
列
が
二
九
・

五
％
、
カ
系
列
が
一
四
・
三
％
と
他
系
列
も
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
、
と

い
っ
た
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
数
は
「
ゼ
ロ
型
」
が
圧
倒
的
に
多

く
、
次
に
「
レ
型
」、「
コ
型
」、「
ナ
タ
型
」
と
な
る
。「
ナ
タ
型
」
の
「
コ
ナ

タ
」
は
、
例
が
み
ら
れ
な
い
作
品
が
多
い
。

［
C
］（
ソ
系
列
）
平
均
値
と
し
て
は
「
レ
型
」
が
三
一
・
六
％
と
、
ソ
系
列

の
中
で
一
番
高
い
。
た
だ
し
、「
ゼ
ロ
型
」
が
二
九
・
五
％
と
な
る
の
は
、

（「
コ
」［
B
］（
Ⅲ
）
と
同
じ
く
）
他
系
列
も
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
た
め
で

あ
り
、
用
例
数
と
し
て
は
「
ゼ
ロ
型
」
が
圧
倒
的
に
多
い
。
な
お
、「
ゼ
ロ

型
」
の
「
ソ
」
は
同
じ
「
ゼ
ロ
型
」
の
「
コ
」
に
比
べ
て
、
平
均
値
を
超
え

る
も
の
が
少
な
く
バ
ラ
つ
き
は
あ
る
が
、
〇
％
の
も
の
は
な
い
。
次
に
、「
レ

型
」
は
「
コ
型
」
に
比
べ
る
と
平
均
値
に
近
い
も
の
が
多
い
が
、
〇
％
の
『
金

葉
』
か
ら
五
四
・
三
％
の
『
大
和
』
と
、
あ
る
程
度
の
振
れ
幅
は
あ
る
。
さ

ら
に
「
コ
型
」
は
〇
％
の
『
竹
取
・
土
佐
・
後
拾
・
金
葉
・
詞
花
』
か
ら
六

九
・
六
％
『
更
級
』
と
振
れ
幅
が
大
き
く
、
例
が
み
ら
れ
な
い
作
品
が
多
い
。

例
数
は
「
ゼ
ロ
型
」
が
一
番
多
く
、
次
に
「
レ
型
」、「
コ
型
」、「
ナ
タ
型
」

と
な
る
。「
ナ
タ
型
」
は
前
期
で
は
『
落
窪
』
を
除
き
例
が
み
ら
れ
ず
、
現
れ

る
の
は
中
期
以
降
で
あ
り
、
他
の
ソ
系
列
に
比
べ
て
出
現
率
が
低
い
。

表6　各作品における「ナタ型」
ナタ型 コナタ［34.6］ ソナタ［16.1］ アナタ［35.6］ 計
竹取 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0
古今 1 25.0% 0 0.0% 3 75.0% 4
伊勢 0 0.0% 0 0.0% 1 100.0% 1
土佐 0 0.0% 0 0.0% 2 100.0% 2
大和 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0
後撰 3 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 3
平中 3 75.0% 0 0.0% 1 25.0% 4
蜻蛉 14 46.7% 2 6.7% 14 46.7% 30
落窪 10 83.3% 0 0.0% 2 16.7% 12
枕草 16 51.6% 4 12.9% 11 35.5% 31
拾遺 0 0.0% 0 0.0% 2 100.0% 2
和泉 6 60.0% 1 10.0% 3 30.0% 10
源氏 148 56.7% 38 14.6% 75 28.7% 261
紫式 4 36.4% 3 27.3% 4 36.4% 11
堤中 5 45.5% 2 18.2% 4 36.4% 11
更級 4 57.1% 2 28.6% 1 14.3% 7
後拾 0 0.0% 1 25.0% 3 75.0% 4
大鏡 4 57.1% 2 28.6% 1 14.3% 7
讃岐 2 66.7% 1 33.3% 0 0.0% 3
金葉 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0
詞花 0 0.0% 3 100.0% 0 0.0% 3
千載 0 0.0% 1 50.0% 1 50.0% 2
計 220 　 60 　 128 　 408
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［
D
］（
カ
系
列
）「
ゼ
ロ
型
」の
平
均
値
が
一
四
・
三
％
と
一
番
高
く
、
カ
系

列
の
中
で
平
均
値
を
超
え
る
も
の
も
多
い
。
た
だ
し
、『
讃
岐
』
〇
％
か
ら

『
後
撰
』二
八
・
二
％
と
バ
ラ
つ
き
は
み
ら
れ
る
。
次
に
、「
レ
型
」で
は
〇
％

『
古
今
・
土
佐
・
更
級
・
讃
岐
・
金
葉
・
詞
花
・
千
載
』
か
ら
一
二
・
五
％

『
後
撰
』、「
コ
型
」
で
は
〇
％
『
竹
取
・
古
今
・
枕
草
・
後
拾
・
讃
岐
・
金

葉
・
詞
花
』
か
ら
三
三
・
三
％
『
和
泉
』
と
振
れ
幅
が
大
き
く
、
例
が
み
ら

れ
な
い
作
品
も
多
い
。
例
数
は
他
の
系
列
と
は
違
い
、「
ゼ
ロ
型
」、「
コ
型
」、

「
レ
型
」
の
順
に
多
い
。

［
E
］（
ア
系
列
）「
ナ
タ
型
」
は
前
期
か
ら
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
が
、「
ゼ

ロ
型
・
レ
型
」
は
僅
か
で
あ
り
、「
コ
型
」
は
ほ
ぼ
み
ら
れ
な
い
。

以
上
、
全
体
を
ま
と
め
て
お
く
と
コ
系
列
は
全
て
の
型
で
例
数
が
多
い
が
、

安
定
し
て
み
ら
れ
る
「
ゼ
ロ
型
」
と
、
振
れ
幅
の
あ
る
「
レ
・
コ
型
」
と
い

う
違
い
が
あ
る
。
ソ
系
列
は
各
型
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
特
に
「
コ
型
」
は

振
れ
幅
が
大
き
く
、
例
が
な
い
作
品
が
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
。
カ
系
列
は

「
ゼ
ロ
型
」
が
比
較
的
満
遍
な
く
見
ら
れ
る
が
、「
レ
・
コ
型
」
は
〇
％
の
作

品
が
多
く
、
傾
向
と
し
て
は
主
に
前
・
後
期
は
低
く
、
中
期
頃
に
高
い
。
特

に
後
期
は
〇
％
の
も
の
が
多
い
。
ア
系
列
は
「
コ
型
」
は
ほ
ぼ
み
ら
れ
ず
、

「
ゼ
ロ
・
レ
型
」
が
中
期
以
降
い
く
ら
か
み
ら
れ
る
。

次
に
、
各
型
で
観
察
す
る
。
出
現
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

［
傾
向
］
と
し
て
ま
と
め
て
お
く
。

（
2
）「
ゼ
ロ
型
」
表
3

①（
コ
）他
の
型
に
比
べ
て
満
遍
な
く
み
ら
れ
る
が
、
特
に
七
〇
％
代
の『
土

佐
・
平
中
』、
六
〇
％
代
の
『
大
鏡
・
大
和
・
堤
中
・
竹
取
・
蜻
蛉
・
落
窪
』

の
順
に
割
合
が
高
い
。

②
（
ソ
）
中
期
以
降
に
平
均
値
を
超
え
る
も
の
が
多
い
。
五
〇
％
代
の
『
讃

岐
』、
四
〇
％
代
の
『
紫
式
・
詞
花
・
枕
草
・
更
級
』
の
順
に
割
合
が
高
い
。

③
（
カ
）
前
期
の
始
め
と
中
期
に
平
均
値
を
超
え
る
も
の
が
多
い
。
二
〇
％

代
で
あ
る
『
後
撰
・
拾
遺
・
源
氏
・
後
拾
遺
・
落
窪
』
の
順
に
割
合
が
高
い
。

「
コ
・
ソ
」
と
違
い
、「
カ
」
は
例
が
み
ら
れ
な
い
作
品
が
あ
る
。

④
（
ア
）『
竹
取
』
を
除
き
出
現
は
『
蜻
蛉
』
以
降
で
あ
り
、『
讃
岐
』
の
割

合
が
高
い
。『
讃
岐
』
で
は
「
カ
」
の
例
は
み
ら
れ
ず
、『
更
級
』
で
は
「
カ
」

よ
り
「
ア
」
が
高
い
。

（
2
）
か
ら
（
他
の
型
に
比
べ
）「
ゼ
ロ
型
（
ア
系
列
を
除
く
）」
は
、
ど
の

作
品
に
も
み
ら
れ
る
型
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
例
外
は
あ
る
が
、「
コ
」

が
男
性
作
者
、「
ソ
・
カ
」
は
女
性
作
者
・
和
歌
集
、
も
し
く
は
前
期
は

「
コ
」、
中
・
後
期
は
「
ソ
・
カ
」
が
高
い
傾
向
に
あ
る
（［
傾
向
1
］
と
す

る
）。
そ
し
て
、
和
歌
集
を
除
き
、
中
古
の
後
期
あ
た
り
で
「
ゼ
ロ
型
」
は
、

カ
系
列
か
ら
ア
系
列
へ
と
移
行
し
始
め
た
と
予
想
さ
れ
る
（［
傾
向
2
］
と
す

る
）。

（
3
）「
レ
型
」
表
4

①
（
コ
レ
）
全
体
で
述
べ
た
よ
う
に
「
ゼ
ロ
型
」「
コ
」
に
比
べ
て
コ
系
列
が

そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
。
な
お
、『
金
葉
』
が
一
〇
〇
％
、
八
〇
％
代
の
『
土
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佐
』、
七
〇
％
代
の
『
後
撰
・
千
載
・
古
今
・
落
窪
』
の
順
に
割
合
が
高
い
。

②
（
ソ
レ
）
平
均
値
は
「
ゼ
ロ
型
」「
ソ
」
よ
り
高
い
が
、
出
現
に
バ
ラ
つ
き

が
あ
る
。
た
だ
し
、
〇
％
は
『
金
葉
』
の
み
で
あ
る
。
五
〇
％
代
の
『
平
中
・

紫
式
・
大
鏡
』、
四
〇
％
代
の
『
伊
勢
・
讃
岐
』
の
順
に
割
合
が
高
い
。

③
（
カ
レ
）
平
均
値
が
カ
系
列
の
中
で
一
番
低
い
。
一
〇
％
代
の
『
後
撰
・

大
和
』
が
割
合
が
高
く
、
後
期
に
な
る
と
ほ
ぼ
み
ら
れ
な
く
な
る
。
例
が
み

ら
れ
な
い
作
品
が
七
つ
あ
る
。

④
（
ア
レ
）
ア
系
列
「
ア
レ
」
の
出
現
は
『
平
中
』
以
降
で
あ
り
、『
更
級
・

讃
岐
』
の
割
合
が
高
い
。
後
期
の
和
歌
集
に
は
み
ら
れ
な
い
。

（
3
）
か
ら
「
レ
型
」
の
カ
系
列
か
ら
ア
系
列
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
、
先

の
［
傾
向
2
］
の
「
ゼ
ロ
型
」
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
先
の
［
傾
向
1
］

で
は
「
ゼ
ロ
型
」
は
コ
系
列
は
男
性
作
者
、
ソ
・
カ
系
列
は
女
性
作
者
・
和

歌
集
で
あ
る
と
し
た
が
、（
3
）
①
の
よ
う
に
「
レ
型
」
で
は
和
歌
集
に
「
コ

レ
」
が
高
く
、
同
傾
向
で
は
な
い
。

（
4
）「
コ
型
」
表
5

①
（
コ
コ
）「
レ
型
」
と
同
じ
く
「
ゼ
ロ
型
」「
コ
」
ほ
ど
コ
系
列
が
目
立
た

な
い
。
な
お
、
一
〇
〇
％
の『
竹
取
・
後
拾
・
金
葉
・
詞
花
』、
八
〇
％
代
の

『
土
佐
・
拾
遺
』
の
順
に
割
合
が
高
い
。

②（
ソ
コ
）平
均
値
よ
り
高
い
も
の
は
前
期
に
偏
る
。
た
だ
し
、
七
五
・
〇
％

『
讃
岐
』、
六
九
・
六
％
『
更
級
』
の
よ
う
に
後
期
の
作
品
に
特
に
高
い
も
の

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
例
が
み
ら
れ
な
い
作
品
が
五
つ
あ
り
（「
ナ
タ
型
」
を

除
き
）
ソ
系
列
の
中
で
最
も
多
い
。

③
（
カ
シ
コ
）
平
均
値
を
超
え
る
も
の
は
中
期
に
偏
る
。
三
三
・
三
％
『
和

泉
』、
二
〇
％
代
の
『
堤
中
・
源
氏
・
後
撰
』
の
順
に
割
合
が
高
い
。
例
が
み

ら
れ
な
い
作
品
が
七
つ
あ
る
。

④
（
ア
ソ
コ
）
中
古
で
は
、
ほ
ぼ
み
ら
れ
な
い
（「
ア
シ
コ
」
一
例
）。

（
4
）
か
ら
「
コ
型
」
は
例
が
み
ら
れ
な
い
作
品
が
多
く
、「
ナ
タ
型
」
を

除
き
、最
も
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
型
で
あ
る
。
な
お
、和
歌
集
に
は
コ
系
列「
コ

コ
」
が
高
く
、「
レ
型
」
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
ソ
系
列
「
ソ
コ
」
は

女
性
作
者
に
高
く
、「
ゼ
ロ
型
」
と
同
傾
向
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
ソ
コ
」
は

前
期
に
も
高
く
み
ら
れ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る［
傾
向
1
］。
さ
ら
に

ア
系
列
の
「
コ
型
」
は
、
中
古
で
は
ま
だ
未
発
達
と
予
測
さ
れ
る
［
傾
向
2
］。

（
5
）「
ナ
タ
型
」
表
6

①
（
コ
ナ
タ
）
出
現
率
は
コ
系
列
の
中
で
最
も
低
い
。
中
期
に
ま
と
ま
っ
て

み
ら
れ
る
。
前
期
『
竹
取
・
伊
勢
・
土
佐
・
大
和
』
と
和
歌
集
『
拾
遺
・
後

拾
・
金
葉
・
詞
花
・
千
載
』
に
は
例
が
み
ら
れ
な
い
。

②（
ソ
ナ
タ
）出
現
率
は
ソ
系
列
の
中
で
最
も
低
い
。
中
・
後
期
に
ま
と
ま
っ

て
み
ら
れ
、
前
期
で
は
『
蜻
蛉
』
以
外
み
ら
れ
な
い
。

③
（
ア
ナ
タ
）
出
現
率
が
ア
系
列
の
中
で
最
も
高
く
、
早
い
時
期
か
ら
み
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
例
が
み
ら
れ
な
い
作
品
が
六
つ
あ
る
。

（
5
）
か
ら
「
ナ
タ
型
」
に
関
し
て
は
、
か
な
り
他
の
型
と
は
違
う
傾
向
が
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み
て
取
れ
る
。
個
別
の
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
（［
傾
向
3
］
と
す
る
）。

以
上
、
各
型
か
ら
み
た
［
予
想
］
を
ま
と
め
る
。

（
6
）

［
傾
向
1
］「
ゼ
ロ
型
」
に
お
い
て
コ
系

列
は
男
性
作
者
（
ま
た
は
前
期
）、
ソ
・

カ
系
列
は
女
性
作
家
・
和
歌
集
（
ま
た

は
中
後
期
）
が
高
い
と
い
う
傾
向
を
読

み
取
っ
た
。
し
か
し
、「
レ
・
コ
型
」
で

は
、
異
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

［
傾
向
2
］
中
古
の
後
期
あ
た
り
で
（
和

歌
集
を
除
く
）、
カ
系
列
か
ら
ア
系
列

へ
移
行
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
な

お
、
ア
系
列
「
コ
型
」
は
中
古
で
は
未

発
達
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

［
傾
向
3
］「
ナ
タ
型
」
は
他
の
型
と
は

か
な
り
違
う
傾
向
を
み
せ
る
。

四
　
作
者
の
位
相
・
ジ
ャ
ン
ル

か
ら
み
る
指
示
代
名
詞

前
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
成
立
年
・

各
系
列
で
、
あ
る
程
度
の
傾
向
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
型
別
か
ら
は

読
み
取
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、［
傾
向
1
］
の
作
者
の
位
相
・
ジ
ャ
ン
ル
（
和

歌
集
）に
お
い
て
、
い
く
ら
か
傾
向
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
節
で
は
、
作

者
の
位
相
と
ジ
ャ
ン
ル
に
注
目
し
再
分
析
し
て
み
る
。
ま
ず
、
作
者
の
性
別

表7　作者が男性
ゼロ型 コ ソ カ ア レ型 コレ ソレ カレ アレ
竹取 62.3% 19.7% 16.4% 1.6% 竹取 66.7% 31.5% 1.9% 0.0%
伊勢 48.5% 34.6% 16.9% 0.0% 伊勢 51.4% 42.9% 5.7% 0.0%
土佐 76.9% 17.9% 5.1% 0.0% 土佐 87.5% 12.5% 0.0% 0.0%
大和 65.3% 22.7% 12.0% 0.0% 大和 50.5% 38.7% 10.8% 0.0%
平中 74.6% 16.1% 9.3% 0.0% 平中 39.1% 54.3% 4.3% 2.2%
落窪 61.7% 15.0% 22.1% 1.3% 落窪 72.5% 21.1% 4.9% 1.4%
大鏡 65.6% 29.2% 4.5% 0.7% 大鏡 46.7% 51.6% 0.9% 0.9%

コ型 ココ ソコ カシコ アソコ ナタ型 コナタ ソナタ アナタ
竹取 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 竹取 0.0% 0.0% 0.0%
伊勢 37.5% 56.3% 6.3% 0.0% 伊勢 0.0% 0.0% 100.0%
土佐 85.7% 0.0% 14.3% 0.0% 土佐 0.0% 0.0% 100.0%
大和 53.3% 40.0% 6.7% 0.0% 大和 0.0% 0.0% 0.0%
平中 60.0% 33.3% 6.7% 0.0% 平中 75.0% 0.0% 25.0%
落窪 75.4% 14.3% 10.3% 0.0% 落窪 83.3% 0.0% 16.7%
大鏡 38.9% 50.0% 11.1% 0.0% 大鏡 66.7% 33.3% 0.0%

表8　作者が女性
ゼロ型 コ ソ カ ア レ型 コレ ソレ カレ アレ
蜻蛉 62.0% 26.4% 10.7% 0.8% 蜻蛉 58.7% 31.3% 8.7% 1.3%
枕草 47.2% 43.8% 7.9% 1.1% 枕草 51.6% 37.5% 7.7% 3.2%
和泉 59.6% 31.9% 8.5% 0.0% 和泉 54.2% 33.3% 8.3% 4.2%
源氏 56.3% 19.3% 24.2% 0.1% 源氏 56.2% 34.7% 8.3% 0.8%
紫式 37.0% 47.9% 15.1% 0.0% 紫式 38.2% 52.9% 8.8% 0.0%
更級 55.7% 40.5% 1.5% 2.3% 更級 66.7% 22.2% 0.0% 11.1%
讃岐 44.0% 50.7% 0.0% 5.3% 讃岐 47.9% 41.7% 0.0% 10.4%

コ型 ココ ソコ カシコ アソコ ナタ型 コナタ ソナタ アナタ
蜻蛉 65.1% 17.4% 17.4% 0.0% 蜻蛉 46.7% 6.7% 46.7%
枕草 57.8% 42.2% 0.0% 0.0% 枕草 51.6% 12.9% 35.5%
和泉 58.3% 8.3% 33.3% 0.0% 和泉 60.0% 10.0% 30.0%
源氏 66.7% 7.0% 26.1% 0.3% 源氏 56.7% 14.6% 28.7%
紫式 66.7% 16.7% 16.7% 0.0% 紫式 36.4% 27.3% 36.4%
更級 26.1% 69.6% 4.3% 0.0% 更級 57.1% 28.6% 14.3%
讃岐 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 讃岐 66.7% 33.3% 0.0%
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で
分
類
し
た
も
の
を
表
7
と
表
8
に
示
す
。
男
性（
表
7
）

は
比
較
的
「
ゼ
ロ
型
」「
コ
」
が
高
く
、
ま
た
、
女
性
（
表

8
）
は
「
ナ
タ
型
」（
特
に
「
コ
ナ
タ
」）
が
高
く
、「
レ

型
」「
カ
レ
・
ア
レ
」
も
男
性
作
者
の
作
品
に
比
べ
平
均

値
を
超
え
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
他
に
特
に
目

立
つ
特
徴
は
み
ら
れ
な
い
。
次
に
、
ジ
ャ
ン
ル
「
作
り
物

語
・
和
歌
集
・
日
記
・
歌
物
語
」
で
観
察
す
る
。

（
7
）
表
9
「
作
り
物
語
」

①
「
ゼ
ロ
型
」
は
全
作
品
「
コ
」
と
「
カ
」
高
い
。

②
「
レ
型
」
は
『
竹
取
』
を
除
き
「
カ
レ
」
が
高
い
。

③
「
コ
型
」
は
『
竹
取
』
を
除
き
「
カ
シ
コ
」
が
高
い
。
ま

た
、『
堤
中
』
除
き
、「
コ
コ
」
も
高
い
。『
竹
取
』
は
「
コ

コ
」
の
み
。

④
「
ナ
タ
型
」
は
『
竹
取
』
除
き
、「
コ
ナ
タ
」
が
高
い
。

な
お
、
中
期
以
降
、「
ソ
ナ
タ
・
ア
ナ
タ
」
も
ま
と
ま
っ
て

み
ら
れ
る
。

（
7
）
か
ら
「
作
り
物
語
」
は
『
竹
取
』
除
き
、
全
体
で

か
な
り
近
い
傾
向
を
示
す
。
そ
の
中
で
も
「
ゼ
ロ
型
」

「
コ
・
カ
」
は
『
竹
取
』
も
含
め
同
傾
向
で
あ
る
。

（
8
）
表
10
「
和
歌
集
」

①
「
ゼ
ロ
型
」
は
『
後
拾
・
金
葉
』
除
き
、
前
・
中
期
は
「
コ
・
カ
」、
後
期

は
「
ソ
・
カ
」
に
偏
る
。「
ア
」
は
出
現
す
る
の
は
『
金
葉
』
の
み
。

②
「
レ
型
」
は
『
拾
遺
』
除
き
、「
コ
レ
」
が
高
い
。「
カ
レ
」
は
『
後
撰
・

表9　作り物語
ゼロ型 コ ソ カ ア コ型 ココ ソコ カシコ アソコ
竹取 62.3% 19.7% 16.4% 1.6% 竹取 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
落窪 61.7% 15.0% 22.1% 1.3% 落窪 75.4% 14.3% 10.3% 0.0%
源氏 56.3% 19.3% 24.2% 0.1% 源氏 66.7% 7.0% 26.1% 0.3%
堤中 62.6% 22.6% 14.8% 0.0% 堤中 61.1% 11.1% 27.8% 0.0%

レ型 コレ ソレ カレ アレ ナタ型 コナタ ソナタ アナタ
竹取 66.7% 31.5% 1.9% 0.0% 竹取 0.0% 0.0% 0.0%
落窪 72.5% 21.1% 4.9% 1.4% 落窪 83.3% 0.0% 16.7%
源氏 56.2% 34.7% 8.3% 0.8% 源氏 56.7% 14.6% 28.7%
堤中 58.8% 31.4% 7.8% 2.0% 堤中 45.5% 18.2% 36.4%

表10　和歌集
ゼロ型 コ ソ カ ア コ型 ココ ソコ カシコ アソコ
古今 58.5% 22.6% 18.9% 0.0% 古今 42.9% 57.1% 0.0% 0.0%
後撰 44.9% 26.9% 28.2% 0.0% 後撰 26.3% 52.6% 21.1% 0.0%
拾遺 55.9% 18.6% 25.4% 0.0% 拾遺 80.0% 10.0% 10.0% 0.0%
後拾 45.8% 30.5% 23.7% 0.0% 後拾 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
金葉 48.7% 35.9% 12.8% 2.6% 金葉 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
詞花 35.7% 46.4% 17.9% 0.0% 詞花 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
千載 52.4% 29.5% 18.1% 0.0% 千載 70.0% 20.0% 10.0% 0.0%

レ型 コレ ソレ カレ アレ ナタ型 コナタ ソナタ アナタ
古今 72.5% 27.5% 0.0% 0.0% 古今 25.0% 0.0% 75.0%
後撰 75.0% 12.5% 12.5% 0.0% 後撰 100.0% 0.0% 0.0%
拾遺 58.3% 33.3% 8.3% 0.0% 拾遺 0.0% 0.0% 100.0%
後拾 66.7% 25.0% 8.3% 0.0% 後拾 0.0% 25.0% 75.0%
金葉 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 金葉 0.0% 0.0% 0.0%
詞花 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 詞花 0.0% 100.0% 0.0%
千載 73.3% 26.7% 0.0% 0.0% 千載 0.0% 50.0% 50.0%
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拾
遺
・
後
拾
』
に
高
く
、「
ア
レ
」
は
み
ら
れ
な
い
。

③
「
コ
型
」
は
前
期
は
「
ソ
コ
」、
中
・
後
期
は
「
コ
コ
」
に
偏
る
。「
カ
シ

コ
」
は
少
な
く
、「
ア
ソ
コ
」
は
み
ら
れ
な
い
。

④
「
ナ
タ
型
」
は
前
期
は
「
コ
ナ
タ
」、
中
・
後
期
は
「
ソ
ナ
タ
」
に
偏
る
。

和
歌
集
の
中
で
ア
系
列
は
「
ア
ナ
タ
」
の
み
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
。

（
8
）
か
ら
「
和
歌
集
」
で
は
（「
ナ
タ
型
」
を
除
き
）
ア
系
列
は
ほ

ぼ
用
い
ら
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
前
期
と
後
期
で
傾

向
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
特
に
、
前
期
は
「
コ
コ
」
よ

り
「
ソ
コ
」
が
高
い
が
、
中
・
後
期
は
「
コ
コ
」
が
高
い
。
そ
し
て
、
他

の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
「
コ
ナ
タ
」
は
中
・
後
期
に
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る

が
、「
和
歌
集
」
で
は
み
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
前
・
中
期
に
み
ら
れ
た

「
カ
レ
」
は
、
後
期
で
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。

（
9
）
表
11
「
日
記
」

①
「
ゼ
ロ
型
」
は
比
較
的
、
中
古
の
前
半
に
「
コ
」、
後
半
に
「
ソ
」
が

高
い
。

②
「
レ
型
」
は
ア
系
列
「
ア
レ
」
が
後
期
に
高
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
の

他
の
系
列
は
ま
と
ま
ら
な
い
。

③
「
コ
型
」
は
『
更
級
・
讃
岐
』
が
「
ソ
コ
」
に
偏
り
、
そ
れ
以
外
は

「
カ
シ
コ
」
が
高
い
。

④
「
ナ
タ
型
」
は
（『
土
佐
』
が
「
ア
ナ
タ
」
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

は
）「
コ
ナ
タ
」
が
高
く
見
ら
れ
る
。『
紫
式
』
以
降
は
「
ソ
ナ
タ
」
も

高
い
。

（
9
）
か
ら
「
日
記
」
は
「
ナ
タ
型
」
が
高
い
傾
向
で
あ
る
と
い
え
る

表11　日記
ゼロ型 コ ソ カ ア コ型 ココ ソコ カシコ アソコ
土佐 76.9% 17.9% 5.1% 0.0% 土佐 85.7% 0.0% 14.3% 0.0%
蜻蛉 62.0% 26.4% 10.7% 0.8% 蜻蛉 65.1% 17.4% 17.4% 0.0%
和泉 59.6% 31.9% 8.5% 0.0% 和泉 58.3% 8.3% 33.3% 0.0%
紫式 37.0% 47.9% 15.1% 0.0% 紫式 66.7% 16.7% 16.7% 0.0%
更級 55.7% 40.5% 1.5% 2.3% 更級 26.1% 69.6% 4.3% 0.0%
讃岐 44.0% 50.7% 0.0% 5.3% 讃岐 25.0% 75.0% 0.0% 0.0%

レ型 コレ ソレ カレ アレ ナタ型 コナタ ソナタ アナタ
土佐 87.5% 12.5% 0.0% 0.0% 土佐 0.0% 0.0% 100.0%
蜻蛉 58.7% 31.3% 8.7% 1.3% 蜻蛉 46.7% 6.7% 46.7%
和泉 54.2% 33.3% 8.3% 4.2% 和泉 60.0% 10.0% 30.0%
紫式 38.2% 52.9% 8.8% 0.0% 紫式 36.4% 27.3% 36.4%
更級 66.7% 22.2% 0.0% 11.1% 更級 57.1% 28.6% 14.3%
讃岐 47.9% 41.7% 0.0% 10.4% 讃岐 66.7% 33.3% 0.0%

表12　歌物語
ゼロ型 コ ソ カ ア コ型 ココ ソコ カシコ アソコ
伊勢 48.5% 34.6% 16.9% 0.0% 伊勢 37.5% 56.3% 6.3% 0.0%
大和 65.3% 22.7% 12.0% 0.0% 大和 53.3% 40.0% 6.7% 0.0%
平中 74.6% 16.1% 9.3% 0.0% 平中 60.0% 33.3% 6.7% 0.0%

レ型 コレ ソレ カレ アレ ナタ型 コナタ ソナタ アナタ
伊勢 51.4% 42.9% 5.7% 0.0% 伊勢 0.0% 0.0% 100.0%
大和 50.5% 38.7% 10.8% 0.0% 大和 0.0% 0.0% 0.0%
平中 39.1% 54.3% 4.3% 2.2% 平中 75.0% 0.0% 25.0%
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が
、
先
の
「
作
り
物
語
」
ほ
ど
、
ま
と
ま
っ
た
傾
向
で
は
な
い
。

（
10
）
表
12
「
歌
物
語
」

①
「
ゼ
ロ
型
」
は
『
伊
勢
』
は
「
ソ
・
カ
」、『
大
和
・
平
中
』
は
「
コ
」
が

高
い
。

②
「
レ
・
コ
型
」
は
ソ
系
列
「
ソ
レ
・
ソ
コ
」
が
高
い
。

（
10
）
か
ら
「
歌
物
語
」
は
特
に
ソ
系
列
「
レ
・
コ
型
」
が
高
く
同
傾
向
を

み
せ
る
。
ま
た
、「
ゼ
ロ
型
」
で
『
伊
勢
』
は
異
な
る
傾
向
を
み
せ
る
。

以
上
、
ジ
ャ
ン
ル
で
出
現
傾
向
を
探
っ
て
き
た
が
、
先
に
述
べ
た
型
別
よ

り
も
明
ら
か
な
傾
向
を
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
三
節
に
示
し
た
成
立
年（
各
系
列
）、
そ
し
て
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
指
示

代
名
詞
の
出
現
傾
向
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
と
予
測
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
成
立
年
と
各
系
列
で
傾
向
が
み
え
る
の
は
、
時
間
に
よ
る
言

語
変
化
と
指
示
用
法
か
ら
分
析
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ン
ル

で
同
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
傾
向
は
、
本
文
種
別
が
関
係
す
る
も
の

と
予
想
し
、
次
の
（
11
）【
Q
】
を
中
心
に
、
次
節
で
検
証
す
る
。

（
11
）

【
Q�

1
】「
和
歌
集
」
で
は
（「
ナ
タ
型
」
を
除
き
）
ア
系
列
は
み
ら
れ
な
い
と

述
べ
た
が
、
こ
れ
は
中
古
の
資
料
全
体
で
「
歌
」
に
は
ア
系
列
が
用
い
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、（
8
）
で
「
和
歌
集
」
に
「
カ
レ
」
が

み
ら
れ
る
と
し
た
が
、（
ア
系
列
と
全
く
同
じ
用
法
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
）

遠
称
の
カ
系
列
は
「
歌
」
に
用
い
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
Q�

2
】「
作
り
物
語
」
の
各
作
品
が
同
傾
向
を
み
せ
る
の
は
、
他
の
ジ
ャ
ン

ル
に
比
べ
「
地
の
文
」（「
会
話
文
」）
が
多
い
等
、
本
文
種
別
の
構
成
の
影
響

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
日
記
」
も
似
た
本
文
種
別
の
構
成
が
想
像
さ
れ
る
が
、

な
ぜ
、
同
傾
向
と
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

【
Q�

3
】「
歌
物
語
」
の
各
作
品
も
あ
る
程
度
、
同
傾
向
を
み
せ
る
が
、『
伊

勢
』
の
み
や
や
相
違
す
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
歌
物
語
」
の
各

作
品
で
「
ソ
レ
・
ソ
コ
」
が
高
い
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

五
　
本
文
種
別
か
ら
み
る
指
示
代
名
詞

本
文
種
別
で
各
指
示
代
名
詞
を
分
類
し
た
も
の
を
、
表
13
か
ら
表
16
に
示

す
（
表
の
各
語
の
縦
列
は
左
が
例
数
、
右
の
％
は
各
指
示
代
名
詞
の
各
本
文

種
別
に
お
け
る
出
現
率
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
コ
系
列
「
コ
」
は
三
八
七

九
例
、
そ
の
中
で
「
歌
」
は
二
〇
一
例
で
あ
る
の
で
、
二
〇
一
÷
三
八
七
九

＝
〇
・
〇
五
二
で
「
五
・
二
％
」
と
な
る
。
小
数
点
第
二
位
以
下
四
捨
五
入
）。

さ
ら
に
、
表
17
か
ら
表
19
に
「
作
り
物
語
・
日
記
・
歌
物
語
」
の
各
本
文
種

別
に
お
け
る
短
単
位
語
彙
素
の
語
数
を
示
す
（
語
数
は
「
記
号
等
除
外
・
全

て
」。
各
作
品
の
各
本
文
種
別
の
語
数
を
、
各
作
品
の
総
語
数
で
割
り
、
％
で

示
し
て
あ
る
。
小
数
点
第
二
位
以
下
四
捨
五
入
）。

ま
ず
、【
Q�

1
】
に
つ
い
て
、
表
16
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
中
古
で
は
ア
系

列
は
「
ア
ナ
タ
」
を
除
き
、
本
文
種
別
「
歌
」
に
は
み
ら
れ
ず
（
主
と
し
て

「
会
話
」）、
さ
ら
に
カ
系
列
は
表
15
に
示
す
よ
う
に
、
本
文
種
別
「
歌
」
に
お
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け
る
出
現
率
は
コ
・
ソ
系
列
よ
り
も
か
な
り
低
い（
例
数
も
少
な
い
）。
こ
の

こ
と
か
ら
、
遠
称
自
体
が
「
歌
」
に
現
れ
に
く
い
と
い
っ
た
こ
と
は
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
ア
系
列
は「
会
話
」で
現
れ
る
新
し
い
語
形
で
あ
り
、「
歌
」

に
は
用
い
ら
れ
に
く
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
な
お
、「
和
歌

集
」
に
お
け
る
カ
系
列
は
、「
カ
」
は
「
歌
」
一
六
例
「
左
注
」
五
例
「
詞

書
」
八
七
例
「
地
の
文
」
九
例
、「
カ
レ
」
は
「
詞
書
」
五
例
「
歌
」
一
例
、

「
カ
シ
コ
」
は
「
歌
」
三
例
「
詞
書
」
二
例
「
左
注
」
一
例
と
な
っ
て
お
り
、

「
歌
」
以
外
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

次
に
【
Q�

2
】
に
つ
い
て
、「
作
り
物
語
」
は
表
17
に
示
す
よ
う
に
、
す
べ

て
の
作
品
で
「
地
の
文
」「
会
話
文
」
の
順
に
語
数
の
割
合
が
高
い
。
そ
し
て
、

本
文
種
別
「
地
の
文
」
の
割
合
が
一
番
高
い
「
作
り
物
語
」
に
、「
地
の
文
」

に
出
現
率
の
高
い
「
ゼ
ロ
型
」「
コ
・
カ
」（
表
13
と
表
15
）
が
安
定
し
て
み

ら
れ
る
こ
と
は
感
覚
と
し
て
合
う
。
た
だ
し
、『
竹
取
』
が
や
や
違
う
傾
向
を

み
せ
る
点
に
つ
い
て
は
、
本
文
種
別
か
ら
説
明
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、「
日

記
」
に
つ
い
て
も
、
集
計
前
は
「
作
り
物
語
」
と
同
様
の
本
文
種
別
の
構
成

を
想
像
し
て
い
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
表
18
に
示
す
よ
う
に
、
ほ
ぼ
「
地

表13　本文種別（コ系列）
コ系列 コ コレ ココ コナタ
歌 201 5.2% 65 5.9% 37 7.0% 7 3.2%
会話 1533 39.5% 501 45.2% 287 54.3% 62 28.2%
会引 89 2.3% 42 3.8% 26 4.9% 5 2.3%
古注 6 0.2% 10 0.9% 0 0.0% 0 0.0%
古歌 1 0.0% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0%
左注 17 0.4% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0%
詞書 53 1.4% 29 2.6% 8 1.5% 0 0.0%
手紙 16 0.4% 1 0.1% 6 1.1% 1 0.5%
地の文 1963 50.6% 459 41.4% 165 31.2% 145 65.9%
計 3879 　 1109 　 529 　 220 　

表15　本文種別（カ系列）
カ系列 カ カレ カシコ
歌 20 1.7% 1 0.8% 3 2.1%
会話 377 32.0% 57 47.5% 68 46.6%
会引 13 1.1% 0 0.0% 0 0.0%
古注 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
古歌 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
左注 5 0.4% 0 0.0% 1 0.7%
詞書 87 7.4% 5 4.2% 2 1.4%
手紙 1 0.1% 0 0.0% 2 1.4%
地の文 674 57.3% 57 47.5% 70 47.9%
計 1177 　 120 　 146 　

表14　本文種別（ソ系列）
ソ系列 ソ ソレ ソコ ソナタ
歌 79 5.0% 40 5.8% 20 13.0% 6 10.0%
会話 625 39.3% 333 48.1% 63 40.9% 12 20.0%
会引 24 1.5% 19 2.7% 9 5.8% 1 1.7%
古注 2 0.1% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0%
古歌 1 0.1% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0%
左注 7 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
詞書 74 4.7% 3 0.4% 9 5.8% 1 1.7%
手紙 13 0.8% 1 0.1% 0 0.0% 1 1.7%
地の文 764 48.1% 295 42.6% 53 34.4% 39 65.0%
計 1589 　 693 　 154 　 60 　

表16　本文種別（ア系列）
ア系列 ア アレ アソコ アナタ
歌 0 0% 0 0.0% 0 0.0% 11 9%
会話 15 50% 21 67.7% 0 0.0% 44 34%
会引 4 13% 1 3.2% 0 0.0% 3 2%
古注 0 0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0%
古歌 0 0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0%
左注 0 0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0%
詞書 1 3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0%
手紙 0 0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0%
地の文 10 33% 9 29.0% 1 100.0% 70 55%
計 30 　 31 　 1 　 128 　
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の
文
」（『
紫
式
』
九
二
・
六
％
）
の
作
品
も
あ
れ
ば
、「
会
話
文
」（『
和
泉
』

三
〇
％
、「
歌
」
も
高
く
二
三
％
）
の
割
合
が
高
い
作
品
も
あ
り
、
か
な
り
構

成
が
相
違
す
る
。
こ
れ
が
各
指
示
代
名
詞
の
出
現
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

最
後
に
、【
Q�

3
】
で
は
、「
ゼ
ロ
型
」
の
中
で
「
歌
物
語
」『
伊
勢
』
が
、

『
大
和
・
平
中
』
と
違
う
傾
向
を
み
せ
る
と
指
摘
し
た
。
本
文
種
別
（
表
19
）

を
み
る
と
、『
伊
勢
』
は
『
大
和
・
平
中
』
に
比
べ
、「
会
話
」
が
低
く
「
歌
」

が
高
い
が
、
こ
の
本
文
種
別
か
ら
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
の

か
説
明
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
三
作
品
に
「
ソ
レ
・
ソ
コ
」
が
高
い
こ
と

に
つ
い
て
も
、
本
文
種
別
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
例
え
ば
『
伊

表17　本文種別の語数（作り物語）
作り物語 竹取 落窪 源氏 堤中
歌 255 2.5% 1180 2% 13124 2.9% 813 5.2%
会話 4346 42.1% 24146 44% 131535 29.5% 5169 32.9%
会引 117 1.1% 1369 3% 1062 0.2% 206 1.3%
地の文 5224 50.6% 27891 51% 297631 66.8% 9508 60.6%
手紙 374 3.6% 0 0% 2363 0.5% 0 0.0%
計 10316 　 54586 　 445715 　 15696 　

表18　本文種別の語数（日記）
日記 土佐 蜻蛉 和泉
歌 1059 15.8% 6175 13.1% 2465 22.6%
会話 542 8.1% 9457 20.0% 3262 30.0%
会引 7 0.1% 623 1.3% 40 0.4%
地の文 5077 75.9% 31009 65.6% 5124 47.0%
計 6685 　 47264 　 10891 　
日記 紫式 更級 讃岐
歌 293 1.7% 1479 10.1% 369 2.4%
会話 989 5.7% 2845 19.4% 3615 23.3%
会引 0 0.0% 372 2.5% 174 1.1%
地の文 16160 92.6% 9964 68.0% 11386 73.3%
計 17442 　 14660 　 15544 　

表19　本文種別の語数（歌物語）
歌物語 伊勢 大和 平中
歌 4048 29.3% 4979 21.6% 2815 22.7%
会話 536 3.9% 2394 10.4% 1839 14.8%
会引 0 0.0% 102 0.4% 25 0.2%
地の文 9200 66.5% 15586 67.5% 7724 62.3%
手紙 41 0.3% 30 0.1% 0 0.0%
計 13825 　 23091 　 12403 　
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勢
』
の
「
ソ
コ
」
は
、
す
べ
て
「
地
の
文
」
で
（
12
）
の
よ
う
に
和
歌
の
背

景
説
明
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
ソ
レ
」
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
り
、
三
作
品
の
「
地
の
文
」
で
は
、（
13
）
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も

の
が
多
い

注
六

。
こ
の
よ
う
な
作
品
に
よ
る
内
容
（
表
現
形
式
）
が
影
響
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
12
）む
か
し
、
男
、
陸
奥
の
国
に
す
ず
ろ
に
ゆ
き
い
た
り
に
け
り
。
そ
こ

な
る
女
、
京
の
人
は
め
づ
ら
か
に
や
お
ぼ
え
け
む
（『
伊
勢
』、
一
二
六
頁
）

（
13
）
そ
れ
よ
り
の
ち
な
む
、
を
ば
す
て
山
と
い
ひ
け
る
。（『
大
和
』、
三

九
二
頁
）

以
上
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
例
か
ら
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

紙
幅
の
関
係
か
ら
こ
れ
以
上
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
中

古
の
指
示
代
名
詞
の
分
析
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
も
あ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
の
み
と
し
て
お
き
た
い
。

六
　
お
わ
り
に

本
稿
はCH

J

を
用
い
て
、
成
立
年
・
語
形
（
型
）・
作
者
の
位
相
・
ジ
ャ

ン
ル
・
本
文
種
別
か
ら
、
中
古
の
指
示
代
名
詞
全
体
の
調
査
・
分
析
を
行
い
、

そ
の
出
現
の
傾
向
を
示
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
古
代
語
の
指
示
体
系
の
究
明
に

は
、
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
指
示
代
名
詞
の
用
法
を
精
査
し
、
そ
れ
を
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、本
稿
が
行
っ
た
よ
う
に
、体

系
全
体
か
ら
観
察
し
、
様
々
な
仮
説
を
た
て
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
作
業
で

あ
ろ
う
。
今
後
は
、
今
回
の
調
査
・
分
析
を
活
か
し
な
が
ら
、
中
古
の
指
示

体
系
の
究
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

注一　

平
安
時
代
編
・
和
歌
集
編
を
対
象
と
し
、
和
歌
集
編
で
は
『
古
今
和
歌
集
』

（
平
安
時
代
編
に
含
ま
れ
る
た
め
）
と
『
新
古
今
和
歌
集
』（
成
立
が
鎌
倉
時
代

の
た
め
）
を
検
索
対
象
か
ら
外
し
た
。
な
お
、CH

J

に
お
い
て
時
代
名
「
2
平

安
」
を
検
索
対
象
に
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
底
本
の
違
う
『
古
今
和
歌
集
』
が
検

索
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
。
本
稿
で
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』の『
古

今
和
歌
集
』
を
対
象
と
す
る
た
め
、
上
述
の
条
件
と
し
た
。

二　

現
代
語
で
は
「
コ
ノ
・
ソ
ノ
・
ア
ノ
」
は
一
語
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、CH

J

で

は
「
コ
・
ソ
・
カ
（
ア
）」
＋
助
詞
「
ノ
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
指

示
代
名
詞
「
ア
」
は
語
彙
素
「
カ
」
に
含
ま
れ
て
お
り
語
形
で
区
別
さ
れ
い
る

の
に
対
し
、「
ア
レ
」
は
「
カ
レ
」
と
は
別
の
語
彙
素
と
し
て
扱
わ
れ
、「
カ

レ
」
の
語
彙
素
は
「
彼
」、「
ア
レ
」
の
語
彙
素
は
「
彼
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
語
彙
素
「
其
」
語
彙
素
読
み
「
ソ
」
に
は
、
語
形
「
シ
」
2
例
が
含
ま

れ
る
が
対
象
外
と
し
た
。
そ
の
他
、こ
れ
ら
の
指
示
代
名
詞
と
は
別
の
語
彙
素

と
し
て
、「
ソ
レ
ソ
レ
」「
コ
レ
カ
レ
」「
カ
レ
コ
レ
」「
コ
コ
カ
シ
コ
」「
ア
シ

コ
モ
ト
」「
コ
ナ
タ
カ
ナ
タ
」
が
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
調

査
対
象
外
と
す
る
。

三　

成
立
年
はCH

J

に
基
づ
く
。
表
2
以
降
で
は
、作
品
名
は
太
字
・
下
線
部
の
も

の
を
使
用
す
る
。

四　

随
筆
と
歴
史
物
語
は
、
一
作
品
ず
つ
で
あ
る
た
め
、
対
象
外
と
す
る
。

五　

中
古
の
各
作
品
の
総
語
数
は
か
な
り
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
よ
う
な
形
で

割
合
（
％
）
を
出
し
観
察
し
た
。

六　

そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
を
示
し
て
お
く
。「
ソ
コ
」『
伊
勢
』「
地
の
文
」
九
例
、『
大

和
』「
地
の
文
」
三
例
「
会
話
」
二
例
「
歌
」
一
例
、『
平
中
』「
地
の
文
」
四
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例
「
会
話
」
一
例
。「
ソ
レ
」『
伊
勢
』「
地
の
文
」
十
四
例
「
歌
」
一
例
、『
大

和
』「
地
」
三
二
例
、「
会
話
」
三
例
「
歌
」
一
例
、『
平
中
』「
地
」
二
〇
例
、

「
会
話
」
五
例
。

調
査
対
象

国
立
国
語
研
究
所（
二
〇
二
一
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』（
バ
ー
ジ
ョ
ン
二
〇
二

一
・
三
、
中
納
言
バ
ー
ジ
ョ
ン
二
・
五
・
二
）

	
https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/

（
二
〇
二
一
年
八
月
一
日
確
認
）

例
は
、
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
12『
竹
取
物
語 

伊
勢
物
語 

大
和
物
語 

平
中
物

語
』
校
注
・
訳
、
片
桐
洋
一
他

参
考
文
献

岡
﨑
友
子
（
二
〇
一
〇
）『
日
本
語
指
示
詞
の
歴
史
的
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房

岡
﨑
友
子
（
二
〇
二
一
）「
上
代
の
指
示
代
名
詞
に
つ
い
て
」『
国
語
と
国
文
学
』
通

巻
一
一
七
七
号
（
第
九
八
巻
第
一
二
号
）

橋
本
四
郎
（
一
九
六
六
）「
古
代
語
の
指
示
体
系
―
上
代
を
中
心
に
―
」『
国
語
国

文
』
三
五
―
六

藤
本
真
理
子
（
二
〇
〇
八
）「
ソ
系
列
指
示
詞
に
よ
る
聞
き
手
領
域
の
形
成
」『
語

文
』
九
〇

古
田
東
朔
（
一
九
五
七
）「
代
名
詞
遠
称
「
あ
」
系
語
と
「
か
」
系
語
の
差
異
」『
文

藝
と
思
想
』
一
四

付
記

本
研
究
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）「
古
代
・
現
代
日
本
語
に
お
け
る

指
示
体
系
の
解
明
」（
課
題
番
号20K

00636

）
に
よ
る
。

（
お
か
ざ
き
・
と
も
こ　

立
命
館
大
学
教
授
）
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